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一 般 質 問

第372回　3月定例会

３月定例会終わる

葉多駅周辺で「菜の花イベント」が開催されました。
・藤原　健 　・吉田成宏

・竹内　修 　・山中修己

・松井精史 　・鈴垣　元

・藤井玉夫 　・井上日吉

色鮮やかに咲いた菜の花が
 　　　　　ひと・まちを元気に !!
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こんなことが決まりました
一般質問・質疑発言者
一般質問・質疑について
議会の取り組み等
常任委員会審査報告
議会運営委員会報告
予算特別委員会意見
議会の動き

やま なか みおさ

まつ い まさ し すず がき はじめ

ふじ い たま お

かわ な よし ぞうまつ もと あき のり

よし だ しげ ひろふじ わら たけし

たけ うち おさむ

いの うえ ひ よし
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小
野
市
の
組
織
及
び
そ
の
事
務
分
掌
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
秘
書
が
所
掌
し
て
い
る
多
様
な
機
能
、

情
報
等
を
最
大
限
活
用
し
、
全
市
的
な
事

業
調
整
や
計
画
策
定
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
総
合
政

策
部
に
秘
書
を
編
入
す
る
。

　
小
野
市
学
習
等
供
用
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
供
用
施
設
）
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
と
し
て
地
元
自
治
会
が
無

償
で
管
理
運
営
を
し
て
き
た
住
吉
会
館
に

つ
い
て
、
地
元
の
要
望
に
基
づ
き
無
償
譲

渡
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
に
定
め
る
施
設

か
ら
削
除
す
る
た
め
。

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

時
間
外
勤
務
が

６０
時
間
を
超
え
た
場
合
の

割
り
増
し
支
給
に
か
か
る

６０
時
間
の
算
定

対
象
に
日
曜
日
等
を
加
え
、
ま
た
、
県
の

改
定
に
準
じ
た
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手

当
の
支
給
額
の
変
更
に
伴
い
、
支
給
上
限

額
を
１
２
、
０
０
０
円
か
ら
８
、
２
０
０

円
に
引
き
下
げ
る
。

　
小
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
法
の
改
正
を

受
け
、
国
に
準
じ
て
一
定
の
嘱
託
職
員
及

び
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
、
看
護
休
暇

等
を
取
得
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
。

　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
を
平
成

２１
年

１０
月
か

ら
暫
定
的
に

３５
万
円
か
ら

３９
万
円
に
引
き

上
げ
、
附
則
で
規
定
し
て
い
た
が
、
恒
久

化
さ
れ
る
政
令
施
行
に
よ
り
本
文
規
定
を

３９
万
円
に
改
正
す
る
。（
産
科
医
療
補
償

制
度
加
入
機
関

４２
万
円
）

　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
反
対
討
論
あ
り
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
収
支
の
均
衡
を

図
り
、
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
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小
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答

申
を
受
け
、
基
礎
課
税
額
等
の
引
き
上
げ

を
行
う
。
基
礎
課
税
分
、
後
期
支
援
分
、

介
護
分
を
合
わ
せ
、
一
世
帯
当
た
り
年
額

約
２
１
、
０
０
０
円
、
全
体
で
８
、
５
０

０
万
円
程
度
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

　
小
野
市
敬
老
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
敬
老
金
を
長
寿
祝
に
改
め
、
現
行
の

７５

歳
以
上
に
一
人
５
、
０
０
０
円
の
支
給
か

ら
、
記
念
年
齢
到
達
者
へ
の
支
給
に
変
更

す
る
。（
喜
寿
１
万
円
・
米
寿
２
万
円
・

白
寿
３
万
円
・
１
０
０
歳
到
達
者
５
万
円

・
１
０
１
歳
以
上
１
万
円
）

　
小
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

伴
い
、
そ
の
建
設
予
定
地
に
お
い
て
、
新

た
に
「
市
場
町
南
山
地
区
地
区
整
備
計
画

区
域
」
を
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係
規

定
に
同
区
域
を
追
加
す
る
。

　
小
野
市
上
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
収
支
計
画
の
見
直
し
、
県
水
の
受
水
単

価
の
引
き
下
げ
等
に
よ
り
、
よ
り
低
廉
な

価
格
で
の
水
道
水
の
供
給
を
行
う
た
め
の

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
等
（
平
成

２３
年

１０

月
１
日
使
用
分
か
ら
）
標
準
家
庭
で
一
ヶ

月
当
た
り
２
、
７
８
２
円
か
ら
２
、
６
２

５
円
（
△
１
５
７
円
）
の
料
金
減
額
。
年

間
ベ
ー
ス
で
約
６
、
７
０
０
万
円
の
減
収

と
な
る
。

　
小
野
市
下
水
道
条
例
及
び
小
野
市
農
業

集
落
等
排
水
処
理
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
改
善
に
向
け

た
下
水
道
使
用
料
及
び
、
農
業
集
落
等
排

水
処
理
施
設
使
用
料
の
引
き
上
げ
等
。

（
平
成

２３
年

１０
月
１
日
使
用
分
か
ら
）
標

準
家
庭
で
一
ヶ
月
当
た
り
１
、
７
３
２
円

か
ら
２
、
３
１
０
円
（
＋
５
７
８
円
）
の

料
金
増
額
。
年
間
ベ
ー
ス
で
２
億
１
千
万

円
の
増
収
を
見
込
む
。

　
小
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
老
人
保
健
制
度
が
平
成

１９
年
度
末
で
廃

止
さ
れ
、
当
該
特
別
会
計
の
設
置
義
務
が

本
年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
同
特
別
会

計
を
廃
止
、
平
成

２３
年
度
以
降
、
医
療
費

の
過
誤
調
整
に
伴
う
収
支
は
一
般
会
計
で

処
理
す
る
。

　
小
野
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
伴

い
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
。

　
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
西
脇
市
、
加
西
市
、
加
東
市
及
び
多
可

町
の
消
防
事
務
等
の
共
同
処
理
を
行
う
「
北

は
り
ま
消
防
組
合
」
が
、
平
成

２３
年
４
月

１
日
付
で
退
職
手
当
組
合
へ
加
入
す
る
こ

と
に
伴
う
組
合
規
約
の
改
正
。
加
入
後
は
、

１９
市

１２
町

２８
一
部
事
務
組
合
と
な
る
。

　
播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
新
た
に
組
合
施
行
の
修
学
資
金
貸
与
制

度
を
開
始
す
る
た
め
、
共
同
処
理
す
る
事

務
に
当
該
事
務
を
追
加
し
、
こ
れ
に
伴
う

組
合
規
約
を
変
更
す
る
。

　
小
野
市
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
地
方
自
治
法
第
２
条
第
４
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
２
０
年

ま
で
の

１０
年
間
の
小
野
市
基
本
構
想
（
基

本
理
念
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
、
将
来
像
及

び
施
策
大
綱
、
ま
ち
づ
く
り
指
標
、
行
動

指
針
）
を
定
め
る
。

　
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
小
野
市
学
習
等
供
用
施
設
「
住
吉
会
館
」

を
地
元
自
治
会
へ
の
無
償
譲
渡
す
る
。

（
時
期
　
平
成

２３
年
４
月
１
日
）

　
小
野
市
学
習
等
供
用
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
供
用
施
設
）
の
管
理
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
復
井
会
館
ほ
か
河
合
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
供
用
施
設
及
び
黍
田
地
区
多
目
的
研

修
集
会
施
設
に
つ
い
て
、
平
成

１８
年
４
月

か
ら
５
年
間
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

が
本
年
３
月
に
満
了
す
る
た
め
、
平
成

２８
年
３
月
ま
で
の
５
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
会
を
引
き
続
き
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
。
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小
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
松
永
美
由
紀
委
員
の
任
期
が
平
成

２３
年

３
月

２５
日
で
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任

と
し
て
同
委
員
を
再
任
す
る
。

　
小
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
　
山
　
茂
委
員
の
任
期
が
平
成

２３
年
３

月
３１
日
で
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任
と

し
て
同
委
員
を
再
任
す
る
。

　
議
員
辞
職
に
つ
い
て

　
平
成

２３
年
３
月
９
日
を
も
っ
て
、
河
島

信
行
議
員
が
議
員
を
辞
職
す
る
こ
と
を
許

可
し
ま
し
た
。

　「
他
学
区
と
の
統
合
な
ど
に
よ
り
、
北

播
磨
の
通
学
区
を
こ
れ
以
上
広
げ
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
」

　
１２
月
定
例
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
り
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
参
考
人

の
出
席
を
求
め
慎
重
審
議
を
行
い
、
３
月

定
例
会
で
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。（
賛
成
討
論
あ
り
）

　「
国
道
１
７
５
号
の
管
理
は
国
の
責
任

で
行
う
こ
と
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
」

　
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
討
論
あ
り
）

　
今
回
の
補
正
は
、
収
支
不
足
が
見
込
ま

れ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法
定

外
（
赤
字
補
て
ん
）
等
の
繰
出
金
、
学
校

給
食
米
飯
用
保
温
コ
ン
テ
ナ
一
斉
更
新
、

今
後
も
継
続
す
る
学
校
整
備
な
ど
に
備
え

る
た
め
公
共
施
設
整
備
基
金
の
積
立
金
な

ど
の
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
、
各
事
業
の
決
算

見
込
み
に
よ
る
減
額
な
ど
の
補
正
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
２２
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
・
第
７
号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
８
１
、
７
０
０
千
円
　
追
加

総
　
額
　
１
９
、
２
６
０
、
０
０
０
千
円

平
成
２２
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
　
１
、
０
０
０
千
円
　
追
加

総
　
額
　
　
５
、
４
５
７
、
８
４
８
千
円

平
成
２２
年
度
小
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
千
円
　
追
加

総
　
額
　
　
　
　
　
　
６
、
３
３
０
千
円

平
成
２２
年
度
小
野
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
　
　
　
　
８
、
５
０
０
千
円
　
追
加

資
本
的
支
出
　
　
　
　
２
、
８
０
０
千
円
　
追
加

平
成
２２
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

資
本
的
支
出
　
　
　
３
５
、
０
０
０
千
円
　
減
額

平
成
２２
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
　
　
　
４
０
、
０
０
０
千
円
　
減
額

資
本
的
支
出
　
　
　
２
５
、
０
０
０
千
円
　
減
額

　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
、
そ
し

て
市
民
力
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
重
点
を
置
い
た
、
平
成

２３
年

度
当
初
予
算
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
で
付
託
審
査
の
結
果
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。（
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
あ
り
）

髟陰

（単位：千円）

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

後期高齢者医療

小　　　計

都 市 開 発 事 業

病 院 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

小　　　計

合　　　　　計

一 般 会 計

会 計 別 平成２３年度

１９，３２０，０００

５，６７６，０００

０

３，００７，０００

３９５，０００

９，０７８，０００

１５０，１００

４，６０８，０００

２，１８０，０００

３，１６０，０００

１０，０９８，１００

３８，４９６，１００

平成２３年度会計別予算総額

※予算特別委員会で、議員から出された多くの
　意見や指摘・要望等は、１４ページに詳しく
　掲載しています。
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市議会HP内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/̃gikai/

平成23年

3月定例会
平成23年

3月定例会
平成23年

3月定例会
平成23年

3月定例会

(一般質問・質疑は発言した議員が編集しました)

東条川親水公園竣工記念
「やすらぎの景観コンサート」開催風景

東条川親水公園竣工記念
「やすらぎの景観コンサート」開催風景

藤
原
　
健
議
員

・
小
野
市
の
農
業
労
働
力
と
圃
場
整
備
の

将
来
見
通
し
に
つ
い
て
　

・
旧
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
用
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

・
小
野
東
小
学
校
の
改
築
計
画
に
つ
い
て

・
給
食
無
料
化
に
つ
い
て

吉
田
成
宏
議
員

・
口
蹄
疫
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
防
疫
体
制
に
つ
い
て

・
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

・
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
評

価
に
つ
い
て

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
）
に
対
す
る
自
治
体
と
し
て
の
ス

タ
ン
ス
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
総
合
対
策
に

つ
い
て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
文
化
・
芸
術
の
推
進
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
人
事
管
理
制
度
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

松
井
精
史
議
員

・
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

鈴
垣
　
元
議
員

・「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

・
道
路
整
備
に
つ
い
て

・「
文
化
活
動
の
盛
ん
な
小
野
市
」
へ
の

課
題
に
つ
い
て

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

藤
井
玉
夫
議
員

・
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て

・
広
域
消
防
体
制
に
つ
い
て

・
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
に
つ
い
て

井
上
日
吉
議
員

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
市
道
１
０
７
号
線
等
の
改
修
に
つ
い
て

・
市
道
５
０
２
６
号
線
の
景
観
整
備
に
つ

い
て

・
各
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
幼
稚

園
の
人
的
警
備
に
つ
い
て

・
適
応
教
室
の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
乗
車
率
向
上
に
つ
い
て

・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て

松
本
哲
昇
議
員

・
議
案
第
３
号

　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
９
号

　
平
成

２３
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第

２３
号

　
小
野
市
敬
老
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第

２４
号

　
小
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第

２５
号

　
小
野
市
上
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
議
案
第
３
号

　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
議
案
第

２２
号

　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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旧
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
用
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て

　質
問
　
平
成
２１
年
に
取
得
し
た
旧
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
用
地
内
の
、
産
業
用
地
と
住
宅
用
地
の

開
発
に
関
す
る
進
捗
状
況
と
利
用
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　答
弁
　
産
業
用
地
（
県
道
東
側
）
の
粗
造

成
は
終
了
し
、
企
業
誘
致
の
た
め
の
販
売

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

景
気
回
復
の
状
況
は
厳
し
く
、
企
業
の
設

備
投
資
意
欲
の
衰
退
な
ど
で
、
需
要
（
売

れ
行
き
）
は
低
迷
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

販
売
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
の
鉄
塔
は
、
平
成

２３
年
度
に
撤
去
し
ま

す
。

　
住
宅
用
地
は
、
地
縁
者
（
小
野
東
小
学

校
区
の
う
ち
の
市
街
化
調
整
区
域
か
、
浄

谷
町
に
隣
接
す
る
自
治
会
に

１０
年
以
上
住

ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
）
住
宅
用
地
で
す
。

開
発
は
、
地
元
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

協
議
・
調
整
を
行
い
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

関
係
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
造
成
計
画

に
基
づ
き
、
３
月
７
日
に
工
事
を
発
注
し
、

９
月
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
分

譲
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
開
始
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
（
市
当
局
）

小
野
東
小
学
校
の
改
築
計
画
に
つ

い
て

　質
問
　
小
野
東
小
学
校
の
改
築
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　答
弁
　
現
在
の
学
校
は
昭
和

５０
年
に
建
設

し
た
建
物
で
す
が
、
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
建
物
の
耐
力
度
調
査
を
行
い
、
安
全
安

心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
危
険
建

物
の
改
築
事
業
に
乗
せ
て
、
改
築
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

２３
年
度
に
地
域

の
代
表
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
・
学
識
経
験

者
等
を
構
成
員
と
し
た
「
改
築
検
討
委
員

会
」
で
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成

２５

年
〜

２６
年
で
校
舎
を
、
平
成

２７
年
に
体
育

館
を
改
築
し
ま
す
。
　
　
　
（
市
当
局
）

藤
　
原
　
　

健
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
自
治
体
と
し
て

の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て

　質
問
　
菅
総
理
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
は
、

６
月
を
目
途
に
判
断
す
る
方
針
と
聞
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る

が
、
農
業
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
経
済
社
会

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
ら
れ
る
。

地
方
議
会
の
多
く
は
、
反
対
或
い
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
と
の
意
見
で
あ
る
が
、
市
当

局
の
ス
タ
ン
ス
を
問
う
。

　答
弁
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
問

わ
れ
る
と
、「
非
常
に
難
し
い
」
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
と
り
わ
け
農
業
へ
の
影
響

は
厳
し
い
が
、
農
業
が
衰
退
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
文
化
や
環
境
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。
負
け
な
い
農
業
を
作
る
必
要
が

あ
る
。
現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
議
論
は

二
分
し
て
い
る
。
兵
庫
県
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動

向
を
見
据
え
、
平
成

２３
〜

２７
年
の
中
期
行

動
計
画
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
中

の
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
の
修
正
を
遅
ら
せ

た
い
方
向
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
国
・
県
の
農
業
施
策
を
注
視
し

な
が
ら
方
針
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

に
つ
い
て

　質
問
　
事
業
の
評
価
と
支
援
に
つ
い
て
問

う
。

　答
弁
　
地
域
住
民
総
参
加
に
よ
る
農
業
用

施
設
（
道
路
や
水
路
）
の
保
全
管
理
や
環

境
に
優
し
い
農
業
の
推
進
、
住
民
意
識
の

変
化
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
率
の
向
上
な

ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
効
果

が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

農
家
・
非
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
農
村
環
境
保
全
の
活
動
や
次

世
代
の
後
継
者
育
成
を
支
援
し
た
い
。

２３

年
度
か
ら
は
農
地
・
水
・
保
全
管
理
支
払

交
付
金
制
度
が
創
設
予
定
だ
が
、
こ
の
制

度
に
よ
り
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
農
業

用
施
設
の
修
繕
・
更
新
に
取
り
組
め
る
。

市
で
は
、
こ
の
新
制
度
に
期
待
し
大
い
に

活
用
し
た
い
。
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

吉
田
成
宏
　

議
員

清
風
ク
ラ
ブ
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「
人
事
管
理
制
度
」
に
つ
い
て

　質
問
　
市
長
は
就
任
以
来
、「
成
果
と
報

酬
の
連
動
」
し
た
人
事
制
度
を
構
築
す
る

と
い
わ
れ
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
平
成

１２
年
度
か
ら
職
員
数
の
削
減

に
加
え
、
約

４０
項
目
を
超
え
る
人
事
制
度

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
超

過
勤
務
手
当
の
削
減
、
地
域
手
当
の
廃
止
、

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

約
５０
億
円
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

「
成
果
と
報
酬
の
連
動
」
に
つ
い
て
は
平

成
１８
年
度
か
ら
本
格
的
に
人
事
評
価
制
度

を
導
入
し
、
能
力
評
価
と
業
績
評
価
を
行

い
、
勤
勉
手
当
及
び
昇
給
等
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
。
改
革
に
よ
り
、
現
在
の
職
員

数
は
市
民
１
０
０
人
あ
た
り
０
・
５
７
０

人
で
、
人
口

１０
万
人
未
満
の
市
で
は
県
下

最
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
他
の
公

共
団
体
に
あ
る
よ
う
な
一
律
の
給
与
カ
ッ

ト
は
行
わ
ず
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち

な
が
ら
、
人
件
費
総
額
の
削
減
に
努
め
て

い
ま
す
。
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

求
め
ら
れ
る
職
員
像
を
、
幅
広
い
視
野
と

高
い
専
門
性
を
備
え
、
公
平
・
公
正
・
誠

実
に
対
応
で
き
、
市
民
の
目
線
で
考
え
ら

れ
る
職
員
と
定
め
、
資
質
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　
一
律
に
給
与
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、

要
は
少
数
精
鋭
で
厳
し
く
や
る
。
将
来
的

に
は
「
年
俸
制
」
も
研
究
に
値
す
る
。

（
市
長
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

　答
弁
　
粟
生
線
存
続
に
向
け
て
は
、「
住

民
の
意
識
改
革
」「
神
戸
電
鉄
自
ら
の
経

営
改
善
」「
近
隣
地
域
及
び
国
・
県
の
共

同
歩
調
」
が
重
要
で
あ
り
、「
神
戸
電
鉄

粟
生
線
活
性
化
協
議
会
」
や
、
沿
線
３
市

の
若
手
職
員
に
よ
る
「
神
鉄
サ
ポ
ー
タ
ー

ク
ラ
ブ
」
の
設
置
、
小
野
駅
前
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
の
設
置
な
ど
種
々
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
存
続
に
対
し
て
は
地
域

住
民
の
強
い
意
志
と
行
動
が
最
も
重
要
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
 

（
市
当
局
）

　
神
戸
電
鉄
粟
生
線
を
絶
対
廃
止
さ
せ
な

い
と
い
う
決
意
で
取
り
組
む
。
（
市
長
）

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地
域

対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
市
内
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
し

に
く
い
地
域
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

対
策
さ
れ
ま
す
か
。

　答
弁
　
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
地
デ
ジ
完

全
移
行
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
地
デ
ジ
受
信
の
市
内
難
視
聴
地
域

は
、
池
田
町
小
野
平
の
一
部
に
残
っ
て
い

ま
す
。
近
畿
総
合
通
信
局
や
デ
ジ
サ
ポ
等

と
協
議
を
行
い
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
官
民
協
調
し
て
、
対

応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
　
（
市
当
局
）

ら
ん
ら
ん
バ
ス
に
つ
い
て

　質
問
　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設

計
画
に
伴
う
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
に
よ
る
通

院
の
足
を
確
保
す
る
運
行
計
画
を
問
う
。

　答
弁
　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
予
定

地
に
は
、
近
接
し
た
公
共
交
通
機
関
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ら
ん
ら
ん
バ
ス
は
、
移
動
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ま

す
。

 
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
既
存

の
公
共
交
通
機
関
と
の
関
係
等
を
検
証
し
、

合
わ
せ
て
、
現
在
の
能
力
を
損
な
う
こ
と

な
く
更
に
進
化
さ
せ
、
効
率
的
か
つ
有
効

な
交
通
体
系
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

文
化
・
芸
術
の
推
進
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
の
芸
術
（
協
会
等
）
の
振

興
策
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

　答
弁
　
文
化
・
芸
術
は
、
豊
か
な
生
活
を

送
る
上
で
大
変
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
創
作
、
制
作
、
発
表
な
ど
の
積
極

的
な
も
の
と
、
そ
れ
を
楽
し
む
受
動
的
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

 
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
掴
み
①
多
彩
な

文
化
・
芸
術
の
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
②
活

動
の
成
果
発
表
の
場
の
提
供
③
歴
史
的
な

伝
統
文
化
を
発
展
・
継
承
す
る
な
ど
振
興

に
努
め
ま
す
。
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
、

市
民
力
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）

竹
　
内
　
　

修
　

議
員

公
明
党



８

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て

　
菅
首
相
が
「
平
成
の
開
国
」
を
掲
げ
、

６
月
を
め
ど
に
参
加
に
向
け
た
協
議
を
表

明
し
た
。
そ
の
影
響
を
小
野
市
は
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
質
し
ま
し
た
。

　質
問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
日
本
農
業
へ

の
影
響
を
農
水
省
が
試
算
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
①
食
糧
自

給
率
は
、
現
在
の
４０
％
が
１３
％
に
急
落
。

②
米
の
生
産
量
は
、
現
在
の
９０
％
減
。
③

小
麦
・
砂
糖
の
生
産
は
壊
滅
。
④
農
業
や

関
連
産
業
で
働
く
人
の
雇
用
は
３
５
０
万

人
減
少
す
る
と
い
う
凄
ま
じ
い
も
の
。
全

国
の
地
方
自
治
体
で
も
影
響
を
試
算
し
て

い
る
。
小
野
市
は
ど
う
か
。

　答
弁
　
具
体
的
な
試
算
は
し
て
い
な
い
が
、

市
の
農
業
産
出
額
は
、
①
畜
産

１８
億
７
千

万
円
。
②
米

１５
億
９
千
万
円
。
③
野
菜
４

億
５
千
万
円
。
合
計

４０
億
４
千
万
円
。
い

ろ
ん
な
情
報
や
推
計
値
か
ら
約

５０
％
が
損

失
額
で
、
約

２０
億
円
が
影
響
額
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
世
界
で
は
、
食
糧
を
市
場
任
せ
に

す
る
害
悪
が
明
ら
か
に
な
り
、
自
国
の
食

料
の
需
給
は
自
国
で
決
め
る
「
食
糧
主
権
」

を
保
障
す
る
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
る
流

れ
が
広
が
り
、
国
連
で
も
決
議
が
な
さ
れ

て
い
る
。
市
の
面
積
の
４
割
が
農
地
で
あ

る
「
田
園
都
市
小
野
市
」
の
長
で
あ
り
、

近
畿
市
長
会
々
長
と
い
う
要
職
を
務
め
る

Ṳ
ṿ
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　答
弁
　
国
家
的
レ
ベ
ル
で
議
論
す
べ
き
問

題
。
私
は
こ
れ
ま
で
か
ら
、
農
業
も
国
外

へ
農
産
物
を
輸
出
す
る
な
ど
、
外
に
打
っ

て
出
る
時
代
が
来
る
と
言
っ
て
き
た
。
農

業
も
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
一
方

で
将
来
、
世
界
の
食
糧
が
不
足
・
高
騰
し
、

飢
餓
人
口
が
増
え
る
と
い
う
見
方
、
食
糧

は
自
給
が
当
然
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
考
え
方
、
日
本
の
自
給
率
が
異
常
だ
と

い
う
指
摘
に
は
同
感
だ
。
私
も
農
家
の
生

ま
れ
、
農
業
の
大
切
さ
は
知
っ
て
い
る
。

農
業
は
食
糧
だ
け
で
な
く
国
民
性
・
文
化

を
つ
く
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
農
業
も
前

向
き
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。（
市
長
）

鈴
垣
　
　

元
　

議
員

日
本
共
産
党

市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

　質
問
　
今
後
の
健
全
財
政
維
持
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　答
弁
　
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
基

金
残
高

６０
億
円
以
上
、実
質
公
債
比
率

１５

％
以
下
と
い
う
数
値
は
、
後
年
に
お
い
て

維
持
で
き
る
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

方
財
政
の
将
来
見
通
し
は
予
断
を
許
さ
な

い
が
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
健
全
財
政

の
継
続
に
努
め
ま
す
。
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
誘
致
に
つ

い
て

　答
弁
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
最
も
利

便
性
の
高
い
候
補
地
を
選
定
す
べ
き
で
あ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
都
市
開
発
や
更
な

る
都
市
機
能
の
向
上
を
誘
引
す
る
「
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
」
と
し
て
期
待
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
願
い
で
あ
る
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
早
期
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
に
つ

い
て

　答
弁
　
市
長
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
、
市

民
や
ま
ち
に
対
す
る
愛
着
と
責
任
を
痛
感

し
、
未
来
を
切
り
拓
く
勇
気
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
き
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
求
め
ら

れ
る
の
は
、「
洞
察
力
、
構
想
力
、
決
断
力
」

で
す
。
市
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
皆
で
共

感
で
き
る
確
固
た
る
理
念
と
明
快
な
方
針

の
も
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
必
要
な
政
策

を
ま
と
め
、
大
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　質
問
　
地
域
活
動
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

　答
弁
　
高
齢
者
等
の
居
場
所
づ
く
り
と
な

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
町
・
自
治

会
が
主
体
的
に
行
う
た
め
に
は
、
拠
点
と

な
る
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
誰
も
が
活
用

し
や
す
い
施
設
に
充
実
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
は
、
支
援
策
と
し
て
「
高
齢
者

等
地
域
活
動
拠
点
モ
デ
ル
事
業
」
を
創
設

し
、
町
に
対
し
て
１
地
区
２
０
０
万
円

（
２３
年
度

１０
地
区
）
を
上
限
に
助
成
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
（
市
当
局
）

松
井
精
史
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ



９

　質
問
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　答
弁
　「
意
識
改
革
な
く
し
て
行
動
な
し
」。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

に
は
、「
官
と
民
」
つ
ま
り
市
民
と
行
政

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
再
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
、
自
ら
の
意
識
や
行
動
を
変
革

す
る
こ
と
で
「
人
と
人
と
の
絆
」
が
深
ま

り
「
市
民
力
」「
地
域
力
」
が
高
ま
り
ま

す
。
こ
の
市
民
力
・
地
域
力
を
最
大
限
に

活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

　質
問
　
市
道
１
０
７
号
線
の
改
修
に
つ
い

て
（
大
部
小
学
校
前
）

　答
弁
　
危
険
回
避
に
向
け
早
急
に
改
修
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
市
道
５
０
２
６
号
線
の
景
観
整
備

に
つ
い
て

　答
弁
　
法
面
は
急
勾
配
で
、
非
常
に
作
業

が
困
難
な
状
況
と
考
え
ま
す
。
費
用
負
担

等
に
つ
い
て
自
治
会
と
相
談
し
、
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
、
防
草
シ
ー
ト
な
ど
に
よ

る
恒
久
的
な
処
置
を
検
討
し
ま
す
。

（
市
当
局
）

　質
問
　
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
幼
稚

園
の
人
的
警
備
に
つ
い
て

　答
弁
　

１６
年
度
か
ら
学
校
に
警
備
員
１
名

を
配
置
し
、
防
犯
対
策
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
夜
間
も
撮
影
可
能
な
高
感

度
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る

２４
時
間
体
制
の

警
備
を
導
入
し
ま
す
。
併
せ
て
安
全
安
心

パ
ト
ロ
ー
ル
の
学
校
へ
の
立
ち
寄
り
回
数

を
増
や
す
な
ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。
　
　
（
教
育
長
）

　質
問
　
適
応
教
室
の
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

　答
弁
　
関
係
者
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ

な
が
ら
施
設
整
備
行
い
、
学
習
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　質
問
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
建
設
に
つ

い
て

　答
弁
　
誘
致
に
つ
い
て
今
ま
で
様
々
な
検

討
を
重
ね
て
き
た
。「
行
政
も
経
営
」
を

第
一
に
考
え
な
が
ら
、
民
間
の
す
べ
き
こ

と
、
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
を
慎

重
に
見
極
め
、
市
民
の
期
待
に
応
え
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

井
上
日
吉
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に
つ
い

て　質
問
　
小
野
市
に
お
け
る
審
議
会
等
の
公

開
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　答
弁
　
公
正
か
つ
円
滑
な
議
事
運
営
に
支

障
が
生
じ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
か

ら『
公
開
で
き
る
』
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
民
へ
の
周
知
も
含
め
、
全
庁

的
に
統
一
し
た
公
開
に
関
す
る
指
針
を
定

め
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

広
域
消
防
体
制
に
つ
い
て

　質
問
　
北
播
３
市
１
町
の
広
域
消
防
体
制

の
動
き
に
対
す
る
小
野
市
の
消
防
の
広
域

化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　答
弁
　

２８
年
度
の
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

ま
で
に
、
５
市
１
町
の
枠
組
み
な
ど
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
を
含
め
、
様
々
な
選
択

肢
の
な
か
、
市
民
の
目
線
で
今
後
も
引
き

続
き
検
討
し
た
い
。
　
　
　
（
市
当
局
）

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て

　質
問
　
ホ
テ
ル
誘
致
の
見
通
し
に
つ
い
て

　答
弁
　
ル
ー
ト
イ
ン
ホ
テ
ル
で
は
、
本
市

へ
の
延
期
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
当
時
に

比
べ
、

２１
店
舗
が
新
た
に
開
業
さ
れ
た
。

市
の
発
展
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、

交
渉
を
重
ね
て
い
る
。
進
出
協
定
の
締
結

に
基
づ
き
、
建
設
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。
　
　
　
（
市
当
局
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
に
つ
い

て　質
問
　
市
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
導
入
支
援
に

つ
い
て

　答
弁
　
市
民
活
動
団
体
が
必
要
と
し
て
い

る
の
は
、
拠
点
、
財
源
、
人
材
等
様
々
で

す
。
現
在
、
市
内
の
約
１
５
０
の
市
民
活

動
団
体
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
も
見
な
が
ら
、
今

後
の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
更
な
る

市
民
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

（
市
当
局
）

藤
井
玉
夫
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ



１０

小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　質
疑
　
改
定
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

　答
弁
　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
あ
っ
て
は
、

制
度
の
構
造
的
な
課
題
を
含
め
、
医
療
費

の
伸
び
と
税
な
ど
の
収
入
面
に
お
い
て
著

し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
状
態
が
続
き
、
大

半
の
自
治
体
で
大
変
厳
し
い
事
業
運
営
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市
で
は
、
各
市

と
も
こ
こ
数
年
の
間
に
、
３
度
の
税
額
の

引
き
上
げ
を
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り

ご
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
第

一
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
平
成

１６
年
の
税
額
改
定
以

降
、
６
年
間
、
基
礎
課
税
分
の
引
き
上
げ

を
見
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、

事
業
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
様
々

な
事
項
に
鋭
意
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

医
療
費
は
年
平
均
で
５
％
程
度
上
昇
し
続

け
、
税
収
額
は
、
経
済
不
況
の
長
期
化
や

失
業
、
定
年
等
に
よ
る
無
就
労
者
の
加
入

な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、

医
療
給
付
の
伸
び
に
対
応
で
き
な
い
収
支

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応

と
し
て
、
平
成

２１
年
度
に
国
民
健
康
保
険

事
業
基
金
の
ほ
ぼ
全
額
、
２
億
２
８
８
万

円
を
取
り
崩
し
、
医
療
支
出
に
応
じ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
か
ら
は
、
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
が
事
実
上
不
可
能
に
な
る

な
ど
、
財
源
確
保
が
よ
り
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
の

単
年
度
実
質
収
支
で
も
、
平
成

１６
年
度
以

降
、
毎
年
２
７
０
０
万
円
か
ら
１
億
円
程

度
の
赤
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
事
業
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に

は
、
被
保
険
者
の
方
々
に
も
医
療
費
の
状

況
に
応
じ
た
一
定
の
ご
負
担
を
頂
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

２３
年
４
月
よ
り
所

得
状
況
な
ど
に
応
じ
、
７．９
％
か
ら

１３．５
％
程

度
の
税
額
改
定
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、

改
正
条
例
を
上
程
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
事
業
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

上
で
は
こ
の
度
の
改
定
率
で
は
な
お
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
試
算
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

川
名
善
三
　

議
員

公
明
党

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

　質
疑
　
高
齢
者
等
地
域
活
動
拠
点
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
２
０
、
０
０
０
千
円
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て

　答
弁
　
こ
の
事
業
は
自
治
会
館
等
を
活
用

し
、
自
治
会
が
主
体
的
に
取
り
組
む
高
齢

者
等
の
居
場
所
づ
く
り
に
対
し
て
市
が
支

援
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
上
限

２０
万
円
と
し
、
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
や
健
康
体
操
教
室
の
マ
ッ
ト

購
入
な
ど
初
期
経
費
の

１／２
を
助
成
、
ハ
ー

ド
面
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
そ
れ
に
伴
う

付
帯
工
事
と
し
て
上
限
１
８
０
万
円
を
助

成
、
つ
ま
り
、
１
自
治
会
に
２
０
０
万
円

を
上
限
に
助
成
。
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

１０

地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
市
当
局
）

　質
疑
　
拠
点
づ
く
り
の
活
動
支
援
は
？

　答
弁
　
地
域
の
方
が
主
体
的
に
楽
し
み
を

持
っ
て
集
え
る
場
作
り
と
し
て
の
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
福
祉
面
か
ら
の
支
援

例
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
拡
充
等
々
。
ま
た
、
介
護
予
防
な
ど
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

な
り
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
人
材
育
成

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
（
市
当
局
）

小
野
市
上
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　質
疑
　
改
正
す
る
条
例
の
内
容
は
？

　答
弁
　
上
水
道
料
金
の
減
額
改
正
で
す
。

改
定
の
要
因
は
、
県
水
受
水
単
価
の
減
額

及
び
事
業
の
収
支
見
通
し
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
全
体
の
改
定
率
は
平
均
で

５．７
％
の
減
額
と
な
り
、
標
準
家
庭
で
１
ヶ

月
１
５
７
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
　

　質
疑
　
今
回
は
県
水
の
受
水
単
価
の
減
額

等
に
よ
り
上
水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る
も

の
で
す
が
、
今
後
の
料
金
改
定
の
見
通
し
は
？

　答
弁
　
今
後

１０
年
の
投
資
事
業
を
見
込
み
、

更
に
、
県
水
受
水
費
用
の
増
減
を
含
め
５

年
間
の
明
確
な
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
５
年
を
料
金
算
定
期
間
と
捉
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

松
本
哲
昇
　

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

議

案

質

疑

議

案

質

疑

議

案

質

疑

議

案

質

疑

議

案

質

疑

議

案

質

疑



１１

※新生クラブ・明政クラブは、４月で会派を解散し、５月から研政クラブ・改革クラブとなりました。�        
　差引額がマイナスになった会派は、そのマイナス額を議員が個人負担しています。�        
　差引額がある会派は、その額を市に返還しています。

２４０，０００

８，２００

４，３８０

２９，９９２

１０，３０９

２１８，２０５

３２，０００

３０３，０８６

－６３，０８６

４８０，０００

０

４８０，０００

４８０，０００

２０，５７５

３４２，７３３

３，１６０

１０，４２０

２５，０００

４０１，８８８

７８，１１２

４８０，０００

１６５，１１８

２６，２５０

６３，１０５

２５４，４７３

２２５，５２７

９６０，０００

７４，６００

４８５，４４１

８５，４００

５２，６２０

６９８，０６１

２６１，９３９

８８０，０００

１３４，６２０

４０５，２５２

２４，５２５

４，９００

５６９，２９７

３１０，７０３

１，１００，０００

６２，７６０

３９９，４５７

１１，４２０

３０２，０３０

７７５，６６７

３２４，３３３

１，６８０，０００

７５，６００

７５，６００

１，６０４，４００

新生クラブ

７名（１ヶ月）

収入

支出

支 給 額

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広　報　費

広　聴　費

計

差 引 額

研政クラブ

５名（１１ヶ月）

改革クラブ

４名（１１ヶ月）

市民クラブ

４名

公　明　党

２名

清風クラブ

２名

明政クラブ

２名（１ヶ月）

日本共産党

１名

※※ ※※
会派に対する政務調査費一人あたり年間２４万円交付 （単位：円）

議 会 の 取 組 み議 会 の 取 組 み
【小野市議会は新体制になりました】

　平成２３年５月から議員定数を２名削減し、１６名の新体制となりました。
　議員一人ひとりが資質を高め、市議会の活性化を図ることにより、機能的かつ効率的な議会運営を
行い、これからも真に市民の負託に応えてまいります。

【常任委員会の体制が変わりました】
　総務文教常任委員会と民生地域常任委員会の２常任委員会体制で、定例会で付託された議案を慎重
に審査します。
　常任委員会の名称、委員の定数及び所管事務は、次のとおりです。

１．総合政策部の所管に属する事項
２．総務部の所管に属する事項
３．消防本部の所管に属する事項
４．会計課の所管に属する事項
５．固定資産評価審査委員会、選挙管理委員会、　

監査委員及び公平委員会の所管に属する事項
６．教育委員会の所管に属する事項
７．他の常任委員会の所管に属さない事項

「総務文教常任委員会」８人

１．市民安全部の所管に属する事項
２．市民福祉部の所管に属する事項
３．市民病院の所管に属する事項
４．地域振興部の所管に属する事項
５．農業委員会の所管に属する事項
６．水道部の所管に属する事項

「民生地域常任委員会」８人

　常任委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき条例に
より設置されています。地方公共団体の幅広い事務を調査す
るため、本会議より付託された議案や陳情等の審査を行いま

常任委員会とは？常任委員会とは？



１２

◎総務文教常任委員会◎
議案第１７号　小野市の組織及びその事務分掌に関する

条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議案第１８号　小野市学習等供用施設（コミュニティ供
用施設）の設置及び管理運営に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

議案第１９号　一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第２０号　小野市職員の育児休業等に関する条例等
の一部を改正する条例の制定について

議案第２９号　兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変
更について

議案第３１号　小野市基本構想を定めることについて
議案第３２号　市有財産の無償譲渡について
議案第３３号　小野市学習等供用施設（コミユニティ供

用施設）の管理に係る指定管理者の指定
について

　採決の結果、議案第１７号から議案第２０号、議案第２９号、
及び議案第３１号から議案第３３号は、全会一致で可決す
べきと決まりました。

◎民生保健常任委員会◎
議案第２１号　小野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２２号　小野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２３号　小野市敬老金支給条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２７号　小野市老人保健特別会計条例を廃止する条例の制定について
議案第２８号　小野市立老人福祉センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定に

ついて
議案第３０号　播磨内陸医務事業組合の共

同処理する事務の変更及び
規約の一部変更について

　採決の結果、議案第２１号から議案第２３号、
議案第２７号、議案第２８号、及び議案第３０
号は、全会一致で可決すべきと決まりま
した。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

≪各常任委員会に付託された議案≫



１３

　議会運営委員会は、地方自治法第１０９条の２の規定に基づき小
野市議会委員会条例により設置され、その名称及び定数が定めら
れております。委員会では、次に掲げる事項に関する調査を行い、
議案、陳情等を審査します。
１．定例会等の日程について
２．議会運営に関する事項について
３．委員会条例及び会議規則について
４．議長の諮問に関する事項について

議会運営

委員会とは？

議会運営

委員会とは？

　議会の意思決定は、最終的には本会議できめられますが、効率的、
専門的に審査するため、少数の議員で構成する委員会を設けてい
ます。委員会では、それぞれの案件を審査し、委員会としての結
論を出し、本会議で報告します。

委員会審査委員会審査

◎地域振興常任委員会◎
議案第２４号　小野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条

例の制定について
議案第２５号　小野市上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２６号　小野市下水道条例及び小野市農業集落等排水処理施設管理条例の一部を改正する

条例の制定について
請願第１号　国道１７５号の管理は国の責

任で行うことの意見書の
提出を求める請願書

　採決の結果、議案第２４号から議案第２６
号は、全会一致で可決すべきと決まりま
した。請願第１号は、不採択すべきと決
まりました。

　３月定例会（２月２５日～３月２４日）の議会運営について、２月１８日に議会運営委員会を開催しまし
た。
　委員会では、３月定例会に市長から提
出される議案の取り扱いについての審査
や、予算特別委員会の設置、議会運営委
員会までに提出された請願書の取扱いな
ど、２８日間にわたる議会運営などについて 、
協議を行いました。
　また、３月２２日には、定例会最終日に市
長から提出される追加議案についても慎
重に審査を行いました。

議 会 運 営 委 員 会 報 告議 会 運 営 委 員 会 報 告



１４

◎
平
成

２２
年
度
の
職
員
提
案
は
、「
政
策

提
案
・
ア
イ
デ
ィ
ア
提
案
・
観
光
戦
略

提
案
・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化
提
案
」

の
各
部
門
に
、
多
く
の
職
員
が
年
間
８

０
０
件
を
超
え
る
斬
新
な
発
想
の
提
案

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
提
案
を
す
る
に
は
、
大
変
な
研
究
や

　
調
査
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

表
彰
を
受
け
た
素
晴
ら
し
い
提
案
に
は
、

賞
金
の
増
額
等
も
検
討
さ
れ
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に
高
め
る
よ
う

な
充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
。

◎
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
は
、
平
成

１７

年
に
オ
ー
プ
ン
し
６
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
北
播
磨
の
市
民
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
文
化
交
流
の
場

と
し
て
、
な
お
一
層
、
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、

貸
館
に
よ
る
利
用
料
金
や
自
主
事
業
の

チ
ケ
ッ
ト
等
の
増
収
を
図
る
た
め
、
今

後
も
引
き
続
き
研
究
に
務
め
ら
れ
た
い
。

◎
市
内
の
公
的
施
設
は
勿
論
、
公
的
行
事

な
ど
で
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
場
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

配
備
さ
れ
、
日
頃
か
ら
安
全
安
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
素
早
い
処
置
に
よ
り
、

救
命
率
も
数
倍
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

民
の
よ
り
身
近
な
各
町
公
民
館
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
地
球
温
暖
化
対
策
に
よ
る
自
然
環
境
の

　
大
切
さ
は
、
国
民
の
関
心
が
非
常
に
高

い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
設

置
等
助
成
事
業
の
補
助
金
は
、

１ｋｗ
あ
た

り
３
万
５
千
円
で
あ
る
が
、
補
助
金
の

拡
充
も
含
め
た
、
更
な
る
制
度
の
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

◎
平
成

１４
年
に
神
戸
電
鉄
小
野
駅
に
設
置

さ
れ
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
３
台
を
こ
の
度

更
新
さ
れ
る
が
、
耐
用
年
数
が
短
く
思

わ
れ
る
。
技
術
革
新
も
進
み
、
機
能
・

性
能
も
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

性
能
も
併
せ
長
く
使
用
で
き
る
も
の
を

検
討
さ
れ
た
い
。

◎
地
球
上
の
限
り
あ
る
資
源
を
、
有
効
か

つ
大
切
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
世
界

共
通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
小
野
市
に

お
い
て
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
に
取
り
組
み
、
な
お
一
層
、
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
の
充
実
を
図
り
、
推
進
し

て
い
く
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
社
会
経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、
依
然

と
し
て
生
活
保
護
世
帯
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
社
会
情
勢
の
中
で
、

生
活
保
護
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
相

談
者
の
生
活
実
態
を
十
分
精
査
し
、
被

保
護
者
の
心
の
支
援
や
就
業
支
援
を
含

　平成２３年度の小野市予算が、３月定例会に提出されました。これを受け議会は、全議員による
予算特別委員会を設置して、３月１４日、１５日、１８日に予算審査を実施。新年度予算が市政の運営
にどう反映するのか、市政をどのように運営するのかなど、多くの意見が出されました。
　予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

予算総額 385億円

付託議案（８件）

議案第３号　　平成２３年度小野市一般会計予算

議案第４号　　平成２３年度小野市国民健康保険特別会計予算

議案第５号　　平成２３年度小野市介護保険特別会計予算

議案第６号　　平成２３年度小野市後期高齢者医療特別会計予算

議案第７号　　平成２３年度小野市都市開発事業会計予算

議案第８号　　平成２３年度小野市病院事業会計予算

議案第９号　　平成２３年度小野市水道事業会計予算

議案第１０号　　平成２３年度小野市下水道事業会計予算
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１５

　
め
、
様
々
な
自
立
支
援
に
向
け
た
取
り

組
み
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ
れ
た
い
。

◎
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

２４
時
間
の
訪
問

介
護
は
、
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
と
て

も
安
心
を
与
え
る
心
の
制
度
で
も
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
医
療
機
関
と
の
連
携

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
に

務
め
ら
れ
た
い
。

◎
診
療
科
別
に
、
患
者
数
や
病
床
利
用
率

な
ど
高
い
努
力
目
標
を
設
定
さ
れ
、
事

業
収
益
の
確
保
に
向
け
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
、
健
全
な
病
院
経

営
に
努
め
ら
れ
、
医
師
や
看
護
師
の
人

材
確
保
に
も
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

◎
公
共
下
水
道
整
備
事
業
の
雨
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
雨
水
整
備
計
画
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

雨
水
整
備
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
の
よ
う
に
集
中
豪
雨
の
発
生
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
の
実

態
を
よ
く
把
握
さ
れ
、
適
切
な
整
備
に

努
め
ら
れ
た
い
。

◎
東
北
地
方
の
太
平
洋
沖
で
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
を
救
助
す
る

た
め
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
隊
と
は
別

に
予
備
自
衛
官
が
招
集
さ
れ
、
被
災
に

遭
わ
れ
た
方
々
の
救
助
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
野
市
に
お
い
て
も
、
万
一
に
備

え
、
消
防
Ｏ
Ｂ
等
で
構
成
す
る
、
予
備

消
防
隊
員
制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
市
街
地
に
あ
る
小
野
中
学
校
は
、
こ
れ

ま
で
か
ら
野
球
の
ボ
ー
ル
が
防
球
ネ
ッ

ト
を
飛
び
越
え
、
周
辺
の
民
家
に
大
変

迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
の
度
実
施
さ
れ
て
い
る
、
小
野
中

学
校
運
動
場
等
整
備
事
業
の
設
計
に
お

い
て
、
特
に
防
球
ネ
ッ
ト
に
は
十
分
配

慮
を
さ
れ
、
周
辺
民
家
に
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

◎
堀
井
城
跡
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
は
、
例
え
ば
資
料
館
の
建
設
な
ど
、
幅

広
い
多
様
な
意
見
や
案
を
地
域
住
民
が

出
し
合
い
、
十
分
協
議
が
な
さ
れ
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
学
校
の
安
全
対
策
と
し
て
、
非
常
に
抑

止
力
効
果
の
高
い
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
学
校
に
よ
っ
て
は
防

　
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
も
違
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
達
の
安
全
を

守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
設
置
に
つ
い

て
は
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
一
方
で
、
保
護
者
等

へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

　
も
、
一
定
の
ル
ー
ル
作
り
を
検
討
さ
れ

た
い
。

◎
遠
距
離
通
学
児
童
通
学
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
小
学
生
の
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
利

用
者
に
対
し
、
通
学
費
の
軽
減
補
助
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
義
務
教
育
の
観
点
か
ら
負
担
軽
減
の

た
め
、
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き

続
き
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
推
進
事
業
は
、

将
来
あ
る
中
学
生
が
現
場
で
汗
を
流
し
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
社
会
で
の
規
律
を

守
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
社
会
体
験
を

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
ま
す
。

　
　
今
後
も
更
な
る
工
夫
と
研
究
を
重
ね
、

な
お
一
層
充
実
し
た
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ

ィ
ー
ク
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

３年連続の「積極型予算」３年連続の「積極型予算」３年連続の「積極型予算」３年連続の「積極型予算」
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重
点
項
目

重
点
項
目

・安全安心に暮らせるまちづくりの推進
・子育て支援・教育環境の充実
・市民力による地域の活性化
・住環境向上のための都市基盤整備



１６

【2月】�
３日～４日　全国市議会議長会基地協議会総会（東京）
７日　議員協議会
９日　全国市議会議長会評議員会（東京）
１０日　北播政経懇話会
　〃　　福井県永平寺町行政視察受け入れ
１４日　北播衛生事務組合議会（加東市）
　〃　　議員協議会
１６日　北播肢体不自由児機能回復訓練施設事務組合議
　　　会（加東市）
　〃　　北播磨総合医療センター企業団総会（三木市）
１７日　兵庫県市議会議長会総会（神戸市）
１８日　議会運営委員会
　〃　　議会報編集委員会�  
１９日　小野市スポーツ賞表彰式�  
２２日　小野加東環境施設事務組合議会�  
　〃　　福祉総合支援センター安全祈願祭�  
２５日　本会議（第１日）�  
　〃　　小野加東広域事務組合議会�  
２８日　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）�  

【3月】�   
２日　北播磨総合医療センター企業団議会（三木市）�  
３日　播磨看護専門学校卒業式（加東市）�  
９日　本会議（第２日）   
１０日　本会議（第３日）  
１１日　中学校卒業式�  
１４日　予算特別委員会（第１日）�  
１５日　予算特別委員会（第２日）�  
１７日　幼稚園卒園式�  
　〃　　特別支援学校卒業式�  
１８日　予算特別委員会（第３日）�  
２２日　総務文教・民生保健・地域振興常任委員会�  
　〃　　議会運営委員会�  
　〃　　北播衛生事務組合議員協議会（加東市）�  
２３日　小学校卒業式�  
２４日　本会議（第４日）   
　〃　　議員互助会役員会�  
２５日　永寿企業並びに優良従業員表彰式�  
２６日　小野中学校竣工式�  
２７日　東条川親水公園竣工記念やすらぎの景観コンサート�  
２８日　小野商工会議所通常議員総会�  
２９日　北播磨総合医療センター造成工事安全祈願祭�  
３０日　東播淡路市議会議長会監事会（高砂市）�  

【4月】�   
７日　中学校入学式�  
　〃　　特別支援学校入学式�  
８日　小学校入学式�  
１０日　小野市消防大会�  
１１日　幼稚園入園式�  
１２日　近畿市議会議長会定期総会（堺市）  
１３日　東播淡路市議会議長会総会（南あわじ市）�  
１４日　議会報編集委員会�  
１６日　加東市制５周年記念式典（加東市）
２５日　小野市連合区長会総会

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎ 傍聴お待ちしております傍聴お待ちしております

東日本大震災に義援金

本会議の６月２０日と２１日は、議員の質疑、一般質問が
あります。�    
議員からは、提出議案の質疑、市政全般にわたる一般
質問を行い、これに対して市長、部長が答弁します。�

ご希望の方は、6月10日（金）までに議会事務局
までお申し込みください。

　小野市議会では、市から提案のあった小野市
の災害見舞金５０００万円の支援を、３月議会で
速やかに可決するとともに、議員各自に義援
金を募り、３５万円を「東日本大震災兵庫県義
援金募集委員会」を通じて被災地へ送りました。
　被災地の１日も早い復興を、心からお祈り
いたします。

自宅にいながら議会の傍聴

小野市のホームページ
からご覧いただけます。

実施中！！

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp


